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４ 研究開発プロジェクトの概要 

 本開発プロジェクトでは、超高齢化社会において、ロボット・IoT 技術を利用して独居高齢者や軽

度の要介護者が自立できる範囲を広げるとともに、遠隔の家族や友人をつなげる共助を可能とする

分散共生型ロボットネットワークシステムを構築することを目標とする。 

 

高齢化が進む中、平均寿命の長さだけではなく、健康寿命を如何に伸ばし、平均寿命との差を縮

めるかが大事な観点となってきている。認知機能や身体機能の衰えに不安を感じてはいても、軽度

の介助があれば独居で生活可能な高齢者や軽度の要介護者が如何にロボットや IoT システムの力

を借りることによって、少しでも自立できる時間を伸ばせるか、ということは高齢者や要介護者の

QOL を向上させる上で欠かせない課題となっている。 

 

 そういった生活者を見守り、必要に応じて生活者の手助けをする環境分散型のロボットシステムと

して、当社では、これまで、分散ロボット・センサモジュールとクラウドを連携させるプロトタイプシステ

ムを試作してきているが、ここでは、それらの開発成果を元に、更に一歩、踏み込んで生活動線に着

目して収集したユーザの生活情報の解析と行動モデルの構築、そしてそれに基づくロボット／IoT 機

器の自律制御を実現することで居住者の行動に合わせた適応的サポートを行うことを目標とする。 

 

弊社が存在する東京には中小の見守りサービス事業者、ロボット・IoT開発企業が多数存在する。

本プロジェクトを発展させることで、周辺の見守りサービス事業者、ロボット・IoT 開発企業と連携する

ことが可能であり、地域経済の発展に寄与できると考えている。 

 

本プロジェクトでは 2年かけて以下の項目を順次実施していく計画である。 

(a) 生活動線に配置可能な分散ロボットデバイスの開発 

(b) 生活情報データのモデル化に関する初期検討 

(c) 既開発のロボット・IoT ネットワークシステムを利用した生活データの収集 
(d) 実収集データの特徴量分析と予測モデルの構築 

(e)クラウドからローカル環境へのフィードバックシステムの構築 

(f)自律動作モデルの構築 

(g)実環境での統合的な評価と本研究プロジェクトの総括 

 

 


